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▲ゴールを目指して！「君といつまでも」

熱
い
戦
い
！

～
第
４
回
南
相
馬
市
震
災
復
興

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
～

（
南
相
馬
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

主
催
）

　

６
月
21
日
㈮
、
南
相
馬
市
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
４
回
南
相
馬

市
震
災
復
興
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
・
応
援
団
・
協
力
団
体
を
含
め

て
、
総
勢
６
５
５
人
が
参
加
し
、
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
君
と
い
つ
ま
で
も
」の
競
技
で
は
男

女
が
ペ
ア
と
な
り
、
ボ
ー
ル
を
は
さ
み

慎
重
に
且
つ
大
胆
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

選
手
の
一
生
懸
命
な
姿
に
、
会
場
は

歓
声
と
笑
顔
に
溢
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
成
績
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

優　

勝　

太
田
チ
ー
ム

準
優
勝　

原
町
東
チ
ー
ム

第
３
位　

高
平
・
大
甕
チ
ー
ム

ご
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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『
共
に
支
え
合
い　

共
に
生
き
る　

安
心
安
全　

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』

平
成
30
年
度
南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
概
要

⒈
地
域
福
祉
活
動
推
進
事
業

⑴
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
評
価

①
地
域
福
祉
懇
談
会　

②�「
第
３
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」の

策
定（
２
０
１
９
～
２
０
２
２
年
度
）

⑵�

福
祉
基
金
を
活
用
し
た
地
域
福
祉

事
業
の
推
進

①
福
祉
基
金
助
成
事
業　

②�

原
町
区
福
祉
会
館
集
会
室
改
修
工

事
、
む
つ
み
荘
浴
槽
タ
イ
ル
修
繕

③
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
助
成　

⑶
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

①
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動

・�

地
域
間
三
世
代
交
流
事
業（
市
子

育
て
応
援
基
金
助
成
事
業
）�

・�

鹿
島
区
福
祉
活
動
推
進
員
連
絡
協

議
会
の
設
置

②
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

・
地
区
福
祉
委
員
会
活
動
の
推
進

・
地
域
あ
っ
た
か
見
守
り
隊
養
成
講
座

・
お
と
な
食
堂

・
イ
ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
！

　

ｉ
ｎ
南
相
馬（
親
子
防
災
教
室
）

③�

社
協
だ
よ
り「
オ
レ
ン
ジ
ハ
ー
ト
」

発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
運
用

④�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
と

の
連
携

⑤�

共
同
募
金
活
動
へ
の
協
力
と
事
務

取
扱

⑥�

日
本
赤
十
字
社
活
動
へ
の
協
力
と

事
務
取
扱

⑦
福
島
い
の
ち
の
電
話
へ
の
協
力

⑷�

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
た
め
の

活
動

①�

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
事
業（
市
受
託
）

・
社
協
会
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

②�

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・
高
齢
者

世
帯
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会
等

・
七
夕
会
・
忘
年
会

・
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会

・
高
齢
者
の
つ
ど
い

・
お
と
な
の
お
た
の
し
み
会

・
シ
ニ
ア
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い�

③�
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業（
市
受
託
）

④
車
い
す
同
乗
軽
自
動
車
貸
出
事
業

　
（
市
受
託
）

⑤�

障
が
い
者
社
会
参
加
事
業（
市
受

託
・
共
同
募
金
配
分
）

・
手
話
奉
仕
員
の
派
遣

・
要
約
筆
記
奉
仕
員
の
派
遣

・
手
話
入
門
講
座
の
実
施

・�

声
の
広
報（
音
訳
Ｃ
Ｄ
・
テ
ー
プ
）

を
視
覚
障
が
い
者
等
へ
配
布

・
朗
読
講
習
会（
基
礎
編
）

・
朗
読
講
習
会（
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
編
）

・
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
課
程
）

・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業

・
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

⑥
失
語
症
友
の
会（
ひ
め
さ
ゆ
り
の
会
）

⑦
障
が
い
者
等
へ
の
福
祉
機
器
の
貸
出

�

⑸�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の

推
進

①�

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業（
あ
ん

し
ん
サ
ポ
ー
ト
）

②�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　
（
本
会
独
自
）

③
成
年
後
見
制
度
の
啓
発

・
権
利
擁
護
入
門
講
座

・�

成
年
後
見
制
度
市
民
後
見
人
養
成

講
座

・�

成
年
後
見
制
度
市
民
後
見
人
養
成

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

⑹
生
活
困
窮
者
へ
の
総
合
的
な
支
援

①�

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業（
市

受
託
）

②
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業（
本
会
独
自
）

⑺
低
所
得
者
へ
の
生
活
資
金
の
貸
付

①�

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業（
県
社

協
受
託
）

②
生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業

⑻
総
合
相
談
事
業
の
実
施

①
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
出
張
相
談
会

⑼�

児
童
の
健
全
育
成
・
子
育
て
支
援

活
動

①
仲
町
児
童
セ
ン
タ
ー
、
高
平
児
童
館

②�

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業

・
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

・
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

③
未
就
学
児
親
子
の
交
流
事
業

④
ひ
と
り
親
家
庭
交
流
事
業

⑤
子
ど
も
ニ
コ
ニ
コ
元
気
塾

⑥�
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業
・「
な
な
い

ろ
サ
ロ
ン
」

⑦�

地
域
交
流
事
業（
障
が
い
者
施
設
・

中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

・
な
か
よ
し
親
子
こ
ど
も
祭
り

⑽
地
域
に“
出
向
く
活
動
”の
推
進

①
地
域
に
お
け
る
福
祉
教
育
の
推
進

　
（
出
前
講
座
）

・
講
話
等

・�

福
祉
体
験
学
習（
高
齢
者
疑
似
体
験
）

⑾
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組

①�「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」

と
し
て
、
市
内
の
社
会
福
祉
法
人

に
よ
る「
連
絡
会
」を
開
催

⒉
被
災
者
に
対
す
る
支
援
活
動

⑴�

生
活
支
援
相
談
員
に
よ
る
生
活
支

援
活
動
≲
県
社
協
受
託
≳

①
巡
回
訪
問（
安
否
確
認
も
含
む
）

②
サ
ロ
ン
活
動

③
男
の
つ
ど
い
・
に
じ
い
ろ
交
遊
会

④�

県
内
被
災
者
支
援
連
絡
調
整
会
議

出
席

⑵�

高
齢
者
等
サ
ポ
ー
ト
拠
点（
南
相

馬
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
希
望
）管

理
運
営
業
務
の
強
化
≲
県
受
託
≳

①
総
合
相
談
・
法
律
相
談
の
実
施

・
無
料
法
律
相
談

・
心
の
相
談（
精
神
科
医
相
談
）

②
安
否
確
認
等（
巡
回
・
電
話
・
来
所
）

③
い
き
い
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

④
ニ
コ
ニ
コ
元
気
塾

⑤
サ
ポ
ー
ト
サ
ロ
ン

⑴�

会
員
会
費
制
度
の
在
り
方
と
会
員

の
増
強
・
啓
発

①
一
般
会
員
会
費

４
，９
８
４
，６
０
０
円

②
特
別
会
員
会
費

２
，２
１
６
，５
０
０
円

③
賛
助
会
員
会
費

１
，６
３
０
，０
０
０
円

⑵�

理
事
会
、
評
議
員
会
、
監
事
監
査

及
び
各
委
員
会
の
機
能
強
化

⑶�

南
相
馬
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
設
置
運
営

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・�「
南
相
馬
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」の
運
営

・�
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル（
7
～
8
月
実
施
）

・�
児
童
、
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
普
及

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
助
成

・�

第
9
回
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会（
鹿

島
・
原
町
）の
運
営
支
援

・�

福
祉
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座

①
総
合
相
談
支
援
業
務

②
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

③�

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
ア
セ
ス
メ
ン

ト
調
査

・
申
請
代
行
業
務

・
実
態
把
握
数

・
家
族
介
護
教
室

�

⑴
居
宅
介
護
支
援
事
業

・
鹿
島
区

・
原
町
区

⑵
訪
問
介
護
事
業

・
訪
問
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
介
護

・
総
合
事
業
サ
ー
ビ
ス

⑶
居
宅
介
護
事
業

・�

障
が
い
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く

居
宅
介
護
、
難
病
、
労
災
等
患
者

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

⑷
訪
問
入
浴
介
護
事
業

・�

訪
問
入
浴
介
護
、
難
病
・
労
災
等

患
者
に
対
す
る
訪
問
入
浴
介
護

サ
ー
ビ
ス

⑸�

通
所
介
護
事
業（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
）

・�

通
所
介
護
事
業　

あ
す
な
ろ
、　

ひ
ま
わ
り
、
す
み
れ

・�

預
か
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

緊
急
時

の
一
時
的
利
用
援
助

Ⅰ 

市
民
に
開
か
れ
た
社
協
づ
く
り

Ⅱ 

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

Ⅲ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅳ 

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
介
護
保
険
事
業
）

（７月15日号）

❷



（単位：千円）
会費収入 8,831 1.1%

寄付金収入 13,453 1.7%
経常経費補助金収入 77,618 9.7%

受託金収入 242,705 30.5%
事業収入 7,702 1.0%

介護保険給付費等収入 337,378 42.3%
障害福祉サービス等事業収入 12,601 1.6%

助成金事業収入 1,945 0.2%
受取利息配当金等収入 2,263 0.3%

その他の収入 35,352 4.4%
その他の活動による収入 32,277 4.1%

前期末支払資金残高 25,008 3.1%
収入計 797,133 100.0%

※繰入金収入を除く（内部取引消去）

（単位：千円）

人件費支出 542,517 68.1%
事業費支出 65,753 8.2%
事務費支出 116,173 14.6%
助成金支出 12,314 1.5%

その他の支出 499 0.1%
流動資産評価損等による資金減少額 327 0.0%

固定資産取得支出 14,211 1.8%
積立金等積立支出 18,551 2.3%

その他の活動による支出 26,788 3.4%
支出計 797,133 100.0%

※拠点区分間の資金移動額を除く（内部取引消去）

■事業別支出内訳
内　　　容 項　目 平成30年度 実績

基金運営経費 金　額 1,728,652円

ニコニコ元気塾事業
人　数 延べ2,839人
金　額 4,578,350円

ふれあいサロン助成事業
件　数 延べ1,433件
金　額 4,967,002円

福祉基金助成事業
件　数 76件
金　額 4,218,656円

合　　計 金　額 15,492,660円

■その他の支出内訳（施設整備）

内　　　容 金　　　額
原町区福祉会館和室改修工事 4,080,000円
むつみ荘浴槽タイル修繕工事 402,000円

■寄付金収入内訳
内　　　容 項　目 平成30年度 実績

ご 遺 志 金
件　数 309件
金　額 8,830,000円

一 般 寄 付
件　数 46件
金　額 2,954,349円

その他指定寄付
件　数 7件
金　額 133,587円

合　　計
件　数 362件
金　額 11,917,936円

平成30年度　社会福祉法人南相馬市社会福祉協議会　収支決算

平成30年度　福祉基金管理運営事業

収　入 797,133千円

支　出 797,133千円

介護保険給付費等収入 42.3%

事業収入 1.0%

人件費支出 68.1%事業費支出 8.2%

事務費支出 14.6%

助成金支出 1.5%

その他の活動による支出 3.4%

積立金等積立支出 2.3%
固定資産取得支出 1.8%

その他の支出 0.1%

流動資産評価損等に
よる資金減少額 0.0%

受託金収入
30.5%

経常経費補助金
収入 9.7%

会費収入 1.1%
前期末支払資金残高 3.1%その他の活動による収入 4.1%

その他の収入 4.4%

受取利息配当金等
収入 0.3%
助成金事業
収入 0.2%

障害福祉サービス等
事業収入 1.6%

寄付金収入 1.7%

収　入

支　出

797,133千円

797,133千円

（７月15日号）

❸



『第３次 南相馬市地域福祉活動計画』を策定しました！

市民一人ひとりが、それぞれのお立場で、できる範囲で、「地域のだれもが安心して暮ら
せる福祉のまちづくり」を一緒に目指しましょう！！

★ これからの地域福祉の充実を図るために、市民と共に果たすべき社会福祉協議会の役割りと具
体的な取組みを計画に盛り込みました。（全４８項目／７７事業）

基本的な考え方（基本理念）

計画概要
●地域福祉とは
　地域福祉の目的は、高齢、障がい、その他のさまざまな事情から福祉サービスを必要とするよ
うになっても、誰もが自分らしく、誇りをもって、まちの一員として普通の生活を送ることがで
きるようになることです。
　地域福祉の実現には、一部の福祉関係の専門機関だけでなく、ボランティア活動やまちづくり
に取り組む市民の方々、保健・医療、住宅、建設、商工業にたずさわるさまざまな専門家、団体
の方々など、多くの人の協力が必要です。

●計画期間
2019年度～ 2022年度の４年間

●「地域福祉計画」と「地域福祉活動計画」
・「地域福祉計画」：社会福祉法に基づき行政が策定する地域福祉の“総合的な計画”です。
・「地域福祉活動計画」：社会福祉協議会が策定し地域住民と共に進める“実行的な計画”です。
※南相馬市（行政）と 南相馬市社会福祉協議会が相互に連携し、一冊の計画書としてまとめて策
定（発行）しました。

●計画の体系

「地域のだれもが安心して暮らせる福祉のまちづくり」

地域福祉活動計画

１市民の相互協力による
　福祉のまちづくりの推進

⑴地域での支え合い・ふれあい活動の推進

⑵社会参加の促進といきがいづくり

⑶地域の見守り活動の推進

⑷�災害時における市民相互支援ネットワークの
構築

⑴�社会福祉協議会や地域組織、事業者などとの
連携
⑵�福祉ボランティア活動の充実・ＮＰＯ活動の
推進
⑶支えあい・助けあう福祉意識を育む

⑷�災害時における市民相互支援ネットワークの
構築
⑸子育て環境の充実

⑴�総合的な相談支援体制の充実
⑵�福祉サービスの充実
⑶人権尊重の社会づくりの推進
⑷�ひとにやさしいまちづくりの推進
⑸生活支援の充実
⑹身体とこころの健康づくり

３安心して暮らすための
　生活支援の充実２地域福祉を支える基盤の確立

地域のだれもが安心して
暮らせる福祉のまちづくり

健康で安心して暮らすことが
できるまち、南相馬

地域福祉計画

基
本
理
念

基
本
施
策

取
組
方
針

（７月15日号）
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第
１
回　

福
祉
の
職
場　

合
同
説
明
会

　

老
人
ク
ラ
ブ
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど

で
、
皆
さ
ん
で
楽
し
く
体
を
動
か
せ
る
福
祉

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
を
貸
し
出
し
し
て

い
ま
す
。

　

定
番
の
輪
投
げ
か
ら
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

や
カ
ー
リ
ン
コ
ン
と
い
っ
た
珍
し
い
用
具
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
最
寄
り
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
、
交
流
事
業
を

開
催
し
ま
す
。

　

牧
場
に
行
き
動
物
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
を
体
験
し
、
昼
食
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
親
子
で
自

然
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
一
緒
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

◦
日　

時　

令
和
元
年
8
月
10
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
8
時　

む
つ
み
荘
集
合

◦
場　

所

　

ふ
れ
あ
い
牧
場　

蔵
王
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

◦�

対　

象

　

�

市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
・
祖
父
母
扶
養
家

　

県
内
の
社
会
福
祉
施
設
等
に
就
職
を
希
望

す
る
方
や
、
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

な
ど
を
対
象
に
福
祉
の
職
場
合
同
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

施
設
や
事
業
所
の
仕
事
内
容
を
知
り
、
就

職
活
動
に
役
立
つ
情
報
を
集
め
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◦
日　

時

　

令
和
元
年
8
月
10
日
㈯

　

午
後
0
時
40
分
～
午
後
４
時

　

み
ん
な
で
、
夏
の
季
節
に
ち
な
ん
だ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ（
工
作
）を
行
い
ま
す
。

　

工
作
し
た
物
を
持
っ
て
、
盆
踊
り
に
参
加

す
る
な
ど
、
楽
し
い
お
祭
り
の
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

◦
日　

時　

令
和
元
年
８
月
４
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
４
時
～
午
後
６
時

◦
内　

容

　

う
ち
わ
づ
く
り
な
ど
夏
の
季
節
に
ち
な
ん

だ
工
作
を
行
い
ま
す
。

※�

当
日
は
、
福
寿
園
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

◦
内　

容

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
（
午
後
0
時
40
分
～
午
後
1
時
10
分
）

　

施
設
・
事
業
所
Ｐ
Ｒ

　
（
午
後
1
時
10
分
～
午
後
１
時
50
分
）

　

合
同
就
職
説
明
会

　
（
午
後
2
時
～
午
後
4
時
）

◦
会　

場

　

原
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◦
参
加
費　
　

無　

料

◦
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
０
２
４
）５
２
１

－

５
６
６
２

　

�

模
擬
店
や
盆
踊
り
、
大
抽
選
会
な
ど
も
あ

り
、
楽
し
い
夏
の
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
す
！

◦
場　

所

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

福
寿
園

（
原
町
区
高
見
町
２

－

70
）

◦
参
加
費　

１
０
０
円（
当
日
納
入
）

◦
締　

切　

令
和
元
年
７
月
26
日
㈮
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

地
域
福
祉
課（
原
町
区
）

　

☎（
０
２
４
４
）24

－

３
４
１
５

・
小
高
区
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎（
０
２
４
４
）44

－

５
９
７
０

・
鹿
島
区
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎（
０
２
４
４
）46

－

５
３
５
４

・
原
町
区
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎（
０
２
４
４
）24

－

３
４
１
５

※�

予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
、
貸
し
出
し
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
の
お

問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
貸
出
時
間

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

庭
の
親
子（
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ま
が

対
象
で
す
）

◦
定　

員　

10
組（
20
人
程
度
）

◦
参
加
費　

大
人　
　
　
　
　
　

千
円

　
　
　
　
　

子
ど
も　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
納
入
）

　
　
　
　
　

※
体
験
料
、
昼
食
代
込

◦
締　

切

　

令
和
元
年
度
8
月
2
日
㈮
ま
で

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

地
域
福
祉
課（
鹿
島
区
）

　

☎（
０
２
４
４
）46

－

５
３
５
４

第
１
回　

福
祉
の
職
場　

合
同
説
明
会

～

～

令
和
元
年
度

福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方
！

夏
休
み
の
工
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

～
子
ど
も
ニ
コ
ニ
コ
元
気
塾
～

輪
投
げ
！
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
！
カ
ー
リ
ン
コ
ン
！

～
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
貸
し
出
し
に
つ
い
て
～

ひ
と
り
親
家
庭
交
流
事
業 

さ
わ
ろ
う
！
作
ろ
う
！
牧
場
体
験
バ
ス
遠
足

（
市
子
育
て
応
援
基
金
助
成
事
業
）

▲カーリンコン

（７月15日号）
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す
み
れ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
ズ
ー
ム
イ
ン
！

社

の
協

南
相
馬
市
社
協
役
員

改
選
の
お
知
ら
せ

地域福祉向上のために
「社会福祉法人」が手をつなぎました‼

No. 役　　職 氏　　名 備考
1 会　　長 西　浦　武　義 再任
2 副 会 長 林　　　勝　典 再任
3 副 会 長 西　　　祥　一 再任
4 常務理事 廣　瀬　要　人 再任
5 理　　事 田　村　早　人 新任
6 理　　事 井　上　精　三 再任
7 理　　事 林　　　　　靖 再任
8 理　　事 大　内　幸　雄 再任
9 理　　事 横　山　　　誠 再任
10 理　　事 青　田　由　幸 新任
11 理　　事 山　本　貞　一 再任
12 理　　事 平　田　廣　昭 再任
13 理　　事 前　田　重　光 再任
14 理　　事 阿　部　貞　康 新任
15 理　　事 若　杉　裕　二 再任
16 監　　事 木　村　清　一 再任
17 監　　事 大　内　敏　文 新任

　

任
期
満
了
に
伴
う
南
相
馬
市

社
協
の
役
員
が
、
こ
の
度
改
選

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
役
員
の
任
期
は
、
令
和
元

年
６
月
19
日
か
ら
令
和
３
年
６

月
の
定
時
評
議
員
会
終
結
ま
で

の
２
年
間
で
す
。

　

今
後
と
も
深
甚
な
る
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
鹿
島
区
の「
す
み
れ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」で
す
。

　

現
在
、
職
員
は
11
人（
育
児
休
業
１
人
含
む
）体
制
で
営
業
し

て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者
を
送
迎
し
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
、
昼
食
、
ゲ
ー
ム
や
運
動
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

日
帰
り
で
提
供
す
る
施
設
で
す
。

　

ま
た
、同
世
代
同
士
で
お
喋
り
を
楽
し
む
こ
と
も
出
来
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
人
職
員
が
１
人
入
職
し
ま
し
た
の
で
職
員
の
平

均
年
齢
が
グ
ッ
と
若
返
り
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
勢
の
年
季
の

入
っ
た
笑
顔
と
、
若
手
の
爽
や
か
な
笑
顔
が
融
合
し
、
笑
い
の

絶
え
な
い
明
る
い
雰
囲
気
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　南相馬市内の８つの社会福祉法人で組織する「南相馬市社
会福祉法人連絡会」の設立総会が５月３０日、原町区福祉会館
で開催されました。
　市内の社会福祉法人が施設種別の垣根を越えて連携し、
地域課題の解決に向けた取組みを行い地域福祉の向上を図
るのが目的です。
　今後の主な事業として、「こども食堂」や「子どもニコニコ
元気塾」、市民・団体向けの「出前講座」などを実施します。

＜南相馬市内の社会福祉法人＞ （順不同）
・社会福祉法人�南相馬福祉会
　（特別養護老人ホーム福寿園・万葉園・梅の香�他）
・社会福祉法人�伸生福祉会
　（特別養護老人ホーム長寿荘・けやきデイサービスセンター）
・社会福祉法人�福陽会（北町保育所・よつば保育園�他）
・社会福祉法人�ちいろば会（原町聖愛こども園）
・社会福祉法人�福島県福祉事業協会（原町共生授産園�他）
・社会福祉法人�車輪梅（デイサービスセンターしゃりん梅）
・社会福祉法人�竹水会（特別養護老人ホーム竹水園）
・社会福祉法人�南相馬市社会福祉協議会

県内初
▲左から西副会長、西浦会長、林副会長、廣瀬常務理事

▲設立総会の様子▲笑顔あふれる すみれデイサービスセンター

育児に奮闘中

（７月15日号）
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「WAの〇
まる

〇
まる

」とは…WA（私・我）と輪・和をかけた、日常のほっこりとした自由なコーナーです。

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

⃝

内
　
容

　
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム　

ボ
ー
ル
ペ
ン
作
り

⃝

会
　
場

　

福
島
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

　

第
一
保
健
指
導
室　

栄
養
指
導
室

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

福
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
課�

地
域
福
祉
課

　

☎（
０
２
４
）５
３
３

－

８
８
８
１

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

Rococo
～
ろ
こ
こ
～
』

⃝

日
　
時

　

令
和
元
年
９
月
４
日
㈬

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

⃝

集
合
場
所

　

郡
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝

内
　
容　
お
で
か
け
サ
ロ
ン

　
「
酪
王
乳
業
工
場
見
学
」

⃝

定
　
員　
20
人（
先
着
順
）

⃝

材
料
費　
無
料

⃝

申
し
込
み
期
間

　

令
和
元
年
８
月
21
日
㈬
ま
で

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

郡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

避
難
者
生
活
支
援
相
談
室

　

☎（
０
２
４
）９
５
３

－

８
３
３
７

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

『
社
協
ゆ
い
ゆ
い
広
場
』

⃝

日
　
時

　

令
和
元
年
７
月
24
日
㈬

　

令
和
元
年
８
月
14
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

⃝

会
　
場　
原
町
区
福
祉
会
館

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
原
町
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

『
お
だ
か
サ
ロ
ン
』

⃝

日
　
時

　

令
和
元
年
７
月
17
日
㈬

　

令
和
元
年
８
月
21
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

⃝

会
　
場

　

小
高
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
小
高
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－
５
１
０
７

『
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン「
て
と
て
」』

⃝

日
　
時

　

令
和
元
年
７
月
24
日
㈬

被
災
者
支
援
事
業

サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

～
お
だ
か
絆
～
夏
ま
つ
り

　

小
高
区
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象

に
、夏
ま
つ
り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

夏
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う

に
、
皆
さ
ん
と
楽
し
い
時
間
を
共
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
♥

◦
対　

象

　

小
高
区
に
帰
還
さ
れ
て
い
る
方

◦
日　

時

　

令
和
元
年
８
月
29
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

　地域における福祉課題や、住民同士の支え合
い活動、福祉サービスの充実など、「地域のだれ
もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を、ど
のように進めたら良いか、これからの地域福祉
の事をみんなで話し合いましょう。
　どなたでも参加できますので、お気軽にお越
しください‼

⃝懇談会のテーマ
　�「南相馬市の“お宝”を再発見し、地域福祉の推
進を探る！」

⃝締切　各開催日の１週間前まで

⃝問い合わせ・申込先
　地域福祉課（原町区）
　☎（０２４４）２４－３４１５

◦
内　

容

　

・
う
ち
わ
づ
く
り

　

・
射
的
ゲ
ー
ム
等

　

・
ス
イ
カ
の
種
飛
ば
し
大
会

◦
定　

員　

40
人

◦
参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
納
入
）

　

※
昼
食
が
出
ま
す
。

◦
会　

場

　

小
高
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦
締　

切

　

令
和
元
年
８
月
19
日
㈪
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
小
高
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
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－

５
１
０
７

日　時 会　場 対象地域
８月１９日㈪
14：00 ～ 16：30 浮舟文化会館 小　高　区

８月２０日㈫
18：30 ～ 21：00 原町区福祉会館 地域フリー

８月２２日㈭
14：00 ～ 16：30 かしま交流センター 鹿　島　区

８月２３日㈮
14：00 ～ 16：30 原町区福祉会館 原　町　区

令和元年度　地域福祉懇談会

WAの○
ま る

○
ま る

我が家のアイドル！保護猫姉妹のミルク（左）とココア（右）です♪
総務課　佐藤

福
島
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

郡
山
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

（７月15日号）

❼



  
「
ま
ご
こ
ろ
ひ
ろ
ば
」　　
　
《
令
和
元
年
５
月
16
日
～
令
和
元
年
６
月
15
日
》

小
高
区

【
ご
遺
志
金
】	

（
行
政
区
）

・
半
　
杭
　
康
　
孝
　
様	（
大
　
富
）

故�

半�

杭��

孝�

夫��
様�
ご
遺
志
と
し
て

・
宝
　
槻
　
芳
　
典
　
様	（
羽
　
倉
）

故�

宝�

槻��

武�

芳��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
重
　
野
　
高
　
俊
　
様	（
小
　
高
）

故�

重�

野��　

�

勲��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
井
　
理
　
精
　
一
　
様	（
女
　
場
）

故�

井�

理��

孝�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
泉
　
田
　
　
昭
　
　
様	（
南
鳩
原
）

故�

泉�

田�

義��

房��

様�

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
】

・
匿
　
　
　
名

南
相
馬
支
援
と
し
て

鹿
島
区

【
ご
遺
志
金
】	

（
行
政
区
）

・
力
　
丸
　
龍
　
雄
　
様	（
橲
　
原
）

故�

力�

丸��

ヨ
シ
イ��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
濱
　
田
　
正
　
男
　
様	（
三
　
区
）

故�

濱�

田��

四�

郎��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
伹
　
野
　
康
　
弘
　
様	（
小
　
池
）

故�

伹�

野��

和�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
塙	

　
秀
　
一
　
様	

（
江
　
垂
）

故�

塙�　

��

精�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
伹
　
野
　
武
　
光
　
様	（
寺
　
内
）

故�

伹�

野��

徳�

衛��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
森
　
　
淳	

　
　
様	

（
横
　
手
）

故�

森�　

��

福�

德��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
佐
　
藤
　
雅
　
広
　
様	（
一
　
区
）

故�

佐�

藤��

昭�

孝��

様�

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
】

・
匿
　
　
　
名

う
ど
ん
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

・
匿
　
　
　
名

お
米
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

原
町
区

【
ご
遺
志
金
】	

（
行
政
区
）

・
福
　
田
　
栄
　
一
　
様	（
馬
　
場
）

故�

福
田�

ミ
ツ
イ��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
蓮
　
池
　
　
覚
　
　
様	（
栄
町
一
）

故�
蓮�

池��

照�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
佐
　
藤
　
吉
　
徳
　
様	（
石
　
神
）

故�
佐�
藤��
愛�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
高
　
橋
　
　
徹
　
　
様	（
下
高
平
）

故�

高�

橋��
ス�
ギ��
様�

ご
遺
志
と
し
て

・
岡
　
　
利
　
宗
　
様	

（
大
　
谷
）

故�

岡�　

��

ヨ
シ
子��
様�
ご
遺
志
と
し
て

・
藤
　
原
　
英
　
雄
　
様	（
大
　
谷
）

故�

藤�

原��　

�

馨��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
但
　
野
　
喜
　
春
　
様	（
北
新
田
）

故�

但
野��

ミ
チ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
武
　
内
　
秀
　
和
　
様	（
青
葉
町
）

故�

武�

内��

ヒ�

サ��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
古
佐
原
　
サ
キ
子
　
様	（
下
江
井
）

故�

古
佐
原�

ア
イ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
】

・
齋
　
藤
　
竹
　
子
　
様	（
錦
町
二
）

紙
オ
ム
ツ
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・	

川
口
市
鳩
ケ
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
　
様

	

（
埼
玉
県
）

震
災
復
興
支
援
金
と
し
て

絵
手
紙
、
手
作
り
小
物
入
れ
を
震
災

復
興
支
援
と
し
て

・
匿
　
　
　
名

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
社
会
福
祉

の
た
め
に

◆
期
日
・
会　

場

　

令
和
元
年
８
月
19
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

　

原
町
区
福
祉
会
館　

中
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
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０
２
４
４
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－

４
５
１
９

荒あ
ら

ま
で

認
知
症
相
談
会

　

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
支
援
や

激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

５
月
分
実
績

　

◆
社
協
へ
の
寄
付
件
数

　
　

10
件
（
総
数　

１
０
３
点
）

　

◆
要
支
援
者
へ
の

食
料
引
き
渡
し
件
数

　
　

19
件
（
総
数　

２
０
６
点
）

◆
開
催
日

　
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
場
所　

む
つ
み
荘

◆
８
月
イ
ベ
ン
ト

※
イ
ベ
ン
ト
は
原
則
申
込
み
制

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

地
域
福
祉
課
（
鹿
島
区
）

　

☎（
０
２
４
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－５
３
５
４

　

訪
問
介
護
事
業
所
で
タ
オ
ル

が
不
足
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭

で
不
要
な
タ
オ
ル
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る

タ
オ
ル
や
使
い
古
し
た
タ
オ
ル

で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
最
寄

り
の
各
区
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
持
ち
寄
り
下
さ
い
。

　

皆
様
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い

た
タ
オ
ル
は
介
護
の
さ
ま
ざ
ま

な
現
場
で
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
御
礼
と
ご
報
告

【
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
厚
情
は

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
】

・
匿
　
　
　
名

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿
　
　
　
名

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
石
　
井
　
大
　
作
　
様	（
北
町
二
）

カ
ッ
プ
麺
等
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

・
岡
　
　
貞
　
子
　
様	

（
北
　
泉
）

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
等
を
フ
ー
ド
バ

ン
ク
へ

・
フ
ロ
ー
ラ
本
部
　
様

味
の
り
等
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

・
カ
リ
タ
ス
南
相
馬
　
様

乾
麺
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

◆
期
日
・
会
場

　

令
和
元
年
８
月
９
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

　

原
町
区
福
祉
会
館　

相
談
室
１

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
希
望

（
鹿
島
区
）
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０
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４
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－８
２
４
６

無
料
法
律
相
談
会

ひ
と
り
ご
と

子
育
て
サ
ロ
ン
事
業�

な
な
い
ろ
サ
ロ
ン

８
日・

９
日
な
な
い
ろ
ミ
ニ
ミ
ニ
夏
祭
り

（
参
加
費
１
人
１
０
０
円
）

28
日
移
動
図
書
館
お
は
な
し
会

　

本
格
的
な
夏
も
近
づ
き
、
出
か

け
る
予
定
を
考
え
る
。

　

花
火
大
会
、
プ
ー
ル
、
お
祭
り

な
ど
、
夏
な
ら
で
は
の
催
し
が
目

白
押
し
。

　

私
に
は
三
歳
と
一
歳
の
子
供
が

い
る
が
、
幼
い
な
が
ら
に
も
印
象

に
残
る
よ
う
な
、
経
験
に
な
る
よ

う
な
思
い
出
を
作
れ
た
ら
い
い
。

　

こ
れ
か
ら
子
供
た
ち
に
は
何
回

も
め
ぐ
っ
て
く
る
季
節
で
は
あ
る

が
、
今
年
の
夏
は
一
度
き
り
。
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
と
も
に
過

ご
そ
う
と
思
う
。　
　
　
　
（
Ｓ
）

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
！

ありがとうございました

福島いのちの電話　相談電話　０２４－５３６－４３４３ ❽


